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2024年2月20日、フードテック官民協議会 総会／提案・報告会 会員発表

株式会社ウェルナス
代表取締役 小山正浩

Well-beingを自ら達成する社会を
ー個別栄養最適食「AI食」ー



ヘルス・フードテックWT ロードマップ

2Wellnas Co.,Ltd. all rights reserved. 

取組
実施時期

2023年度 2024年度 2025年度 ～2027年度 ～2030年度

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

E

提案された個人最適食を提供する
ためのビジネスモデルの確立

個人の健康データ取得デバイスの
開発

T

健康効果のエビデンスの蓄積

摂食内容を簡便かつ正確に把握す
るための手法の高度化

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

P

健康データの取扱いに関する措置

デジタルヘルスにおける新しい食品
表示の検討

S 新たな食文化の形成

個別化データ
ベースの構築

高精度の食事管理・健康
予測技術の確立

健康データの取扱いのガイドライン
の策定

血圧や腸内環境などを低負荷で取得
できるデバイスの開発

ガイドラインの健全な運用

個人最適食の個別提案方法の検討
デジタルヘルス食品表示の検討

オープンソース化

ターゲットに商品投入、
継続率向上への取組

ターゲット拡大しスケー
ル化

個人最適食による健康イ
ンフラ整備

個別化食のニーズ調査
個別化食の導入コミュニ
ティ形成

個別最適化されたウェル
ビーイングな食文化形成

非侵襲で血液成分情報を
取得可能なデバイス開発

我が国の食材の栄養・機能性に関す
るデータの蓄積

生活習慣と紐づけた個別食と健康の相関関係の解明

データ利用法の
確立

市場調査

表示・提案方法の拡大と運用



NEWTRISH
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2023年1月にMVP商品「NEWTRISH」をローンチ、
1年で19,000ダウンロードを突破

ユーザー毎に食・体データを解析し、健康目標実現のための【AI食情報】を提案

利用者自身が行う健康実現のための自己管理をAI食でサポート

体重、体脂肪率、血圧 活動量、睡眠時間など摂取栄養素量

既存アプリで食と体データを記録

Wellnas Co.,Ltd. all rights reserved. 



カロリーではなく栄養素の個別調整で、すべての群の平均体重が有意に減少
毎日3食群(p=0.00000065), 毎日2食群(p=0.0049), 毎日1食群(p=0.032), 平日3食群(p=0.0039)

AI食非摂取期間（青）とAI食摂取期間（オレンジ）における平均体重の比較

カロリー変えないAI食摂取による体重改善試験結果１

被験者：体重改善を望む日本人男女101名 

試験期間：データ収集期間（3週間：10/3～10/23)、効果検証期間(9週間：10/24～12/25)

被験食品：体重改善のために個別に栄養調整した食事（カロリー減らさず）

群構成：AI食の摂取頻度により群分け。毎日3食 (40名)、毎日2食 (20名)、毎日1食 (21名)、平日3食 (20名)

令和3年度補正予算、農林水産物・食品輸出促進緊急対策事業のうちフードテックを活用した新しいビジネスモデル実証に対する支援事業で実施

Wellnas Co.,Ltd. all rights reserved. 

AI食非摂取期間 AI食摂取期間
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* * *
(kg)

毎日3食群

paired t-test(vs観察期間)*p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001

毎日2食群

* *

毎日1食群

*

平日3食群

* *

※外れ値を含めて解析を実施した



〇摂取カロリー変化 〇AI食摂取期間中の体重変化

〇有意に体重減少した被験者割合（p<0.05）

Wellnas Co.,Ltd. all rights reserved. 

カロリー変えないAI食摂取による体重改善試験結果１
令和3年度補正予算、農林水産物・食品輸出促進緊急対策事業のうちフードテックを活用した新しいビジネスモデル実証に対する支援事業で実施

毎日3食：80%、毎日2食：75%、毎日1食：53％、平日3食：79%

〇モデル式の統計量

被験者は有意なモデル式に基づく有意な栄養調整を少なくとも6回以上受けて体重改善

体重に確実に関与する栄養素を含むモデル式を個別算出できるため効果が高い
5

観察期間
平均 (kcal)

介入期間
平均 (kcal)

変化量
(kcal)

変化率
(%)

毎日3食群 1468.2 1625.7 +77.7 +5.7

毎日2食群 1734.7 1802.7 +68.0 +4.4

毎日1食群 1563.4 1616.0 +52.7 +4.8

平日3食群 1478.2 1604.7 +126.6 +9.1

重相関係数 モデル式のp値 偏相関係数 説明変数のp値

平均値 ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差
p<0.05

(%)
|平均値| ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差

p<0.05
(%)

毎日3食群 0.79 ± 0.11 0.041 ± 0.093 81.9 0.49 ± 0.18 0.091 ± 0.14 57.9

毎日2食群 0.74 ± 0.11 0.072 ± 0.12 67.4 0.46 ± 0.15 0.094 ± 0.12 49.8

毎日1食群 0.79 ± 0.081 0.029 ± 0.053 80.6 0.48 ± 0.16 0.091 ± 0.13 56.4

平日3食群 0.78 ± 0.084 0.032 ± 0.061 82.5 0.49 ± 0.17 0.093 ± 0.13 57.3

-4

-3

-2

-1

0

1

0w 1w 2w 3w 4w 5w 6w 7w 8w 9w

体重経時変化量±S.D.

毎日3食群 毎日2食群

毎日1食群 平日3食群

(Δkg)

-1.87 kg

-2.02kg

-1.08kg

-0.76kg



AI食摂取による体重改善試験結果２ (個別最適商品購入率)
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AI食として体重改善のために最適な市販商品を
NEWTRISH上で個別に提案し、購買行動につながるか調査

調査対象： 体重改善を望む日本人男女32名（平均年齢40.4歳、男4/女28、平均体重60.0kg）

 調査期間： 8週間（2023/4/24～2023/6/18）

 商品提案： ウェルナスの特許技術で体重改善のために個別栄養最適化した食事（AI食）の

１品目として体重改善のために最適な市販商品を提案（提案商品は8事業者27品目）

 調査方法： 独自解析で選定した個別最適商品をNETRISHで提案、購入した商品を配布様式にユーザーが記入し、その

数を集計

・最大購入率351％（提案回数を3.51倍も超えて購入）
・提案した体重改善商品の購入率は非常に高く、強い購入動機に繋がる可能性
・NEWTRISHの活用で効果的なOne to Oneマーケティングが実現可能と判断

商品数 提案回数 購入回数 購入率

全体 27 3,780 676 17.9%

食品メーカーA 10 1,841 57 3.1%

食品メーカーB 3 546 351 64.3%

宅食業者C 4 371 9 2.4%

コンビニD 3 168 114 67.9%

Confidential

Wellnas Co.,Ltd. all rights reserved. 



○提供サービス

➢ アプリ内広告でユーザーにおすすめの食材を表示【toC】

 AI食献立レシピの食材・商品 ＝ ユーザーに本当に必要な食材・商品をアプリ内広告で表示、

ネットスーパーや実店舗への購入リンクで食材・商品調達を容易にし購買力を高める

➢ おすすめ食材・商品のアプリ内広告システムの構築【toB】

 AI食献立レシピで使用される食材・商品をアプリ内広告として出稿、ユーザーの食材・商品購

入に応じて広告収入を得る one-to-one 広告収益モデルを構築する

食品メーカー・小売業者 ユーザー

自分に必要な食材・商品を便利に簡単に購入できる
購入動機が高く、高い購買率が期待

広告の出稿 配信

食材・商品購入

ウェルナス
広告料

￥

￥
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Confidential

食のOne-to-Oneマーケティングの拡大

ご興味がある方はブースにお越しください！



AI食でwell-being社会を実現します！

AI食自動設計 すべての食の個別最適化 1to1マーケティング

連絡先：株式会社ウェルナス 代表取締役 小山正浩
Tel.：03-6822-3107 Mail：mkoyama32@wellnas.biz 8
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